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本
書
は
京
都
大
隼
人
文
科
皐
研
究
所
に
お
け
る
一
九
八
六
J
九
0
年
度
に
わ

た
る
班
研
究
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
、
そ
の
後
の
新
知
見
を
も
加
え
て
公
刊
さ

れ
た
長
短

一
八
篇
の
論
文
を
含
む
大
加
で
あ
る
。
人
文
研
の
〈
中
園
中
世
の
文

物
〉
班
研
究
は
嘱
波
氏
を
班
長
と
し
、
新
出
考
古
資
料
を
中
心
に
俸
世
ロ
問
を
含

む
様
々
な
文
物
を
紹
介
し
て
そ
の
歴
史
的
意
義
を
検
討
し
、
研
究
の
視
野
を
康

げ
て
ゆ
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
研
究
所
の
内
外
か
ら
三
O
名
近
い
班
員
が
参

加
し
、
隔
週
水
曜
日
に
文
物
を
テ
I
マ
と
す
あ
研
究
報
告
を
行
い
討
論
す
る
形

で
推
進
さ
れ
た
。
こ
こ
で
中
圏
中
世
と
い
う
の
は
、
漠
然
と
秦
淡
J
唐

・
五
代

の
時
期
を
指
し
、
今
日
の
中
園
で
用
い
ら
れ
る
中
古
の
呼
稽
に
近
い
。
そ
し
て

こ
の
班
研
究
は
九

一
年
度
か
ら
も
〈
秦
漢
階
唐
の
文
物
資
料
〉
の
名
の
も
と
に

縫
績
さ
れ
て
お
り
、
本
書
に
寄
稿
し
た
多
く
の
班
員
が
引
績
き
こ
の
共
同
研
究

に
従
事
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

編
者
孤
波
数
授
は
『
唐
代
政
治
社
禽
史
研
究
』
(
一
九
八
六
)
等
で
知
ら
れ

る
唐
史
の
権
威
で
あ
り
、
官
僚
制
を
核
と
す
る
制
度
史

・
財
政
や
兵
制
に
か
か

わ
る
杜
曾
経
済
史

・
園
家
の
例
道
統
制
を
め
ぐ
る
宗
教
史

・
白
居
易
ら
の
詩
文

を
通
ず
る
文
化
史
等
各
領
域
に
す
ぐ
れ
た
論
文
を
護
表
し
、
わ
が
園
東
洋
史
聞
宇

界
の
今
日
の
唐
代
認
識
を
先
導
し
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
う

し
た
研
究
賞
践
の
中
か
ら
文
物
研
究
の
重
要
性
を
夙
に
認
識
し
、
洛
陽
含
嘉
倉

(
一
九
八

O
〉
・
嵩
岳
少
林
寺
碑
(
一
九
八
七
〉

・
唐
代
金
銀
器
(
一
九
九

O
〉

等
の
封
象
に
取
組
み
、
従
前
の
研
究
水
準
を
一
新
す
る
論
考
を
著
わ
し
、
歴
史

研
究
に
石
刻
や
考
古
率
的
出
土
資
料
を
活
用
す
る
範
例
を
一
示
さ
れ
た
。
そ
の
爾

波
氏
を
園
む
約
三

O
名
の
共
同
研
究
数
年
の
結
果
が
ズ
ッ
シ
リ
と
重
い
論
文
集

と
な
っ
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
を
ま
ず
喜
び
た
い
。

人
文
研
か
ら
は
既
に
『
漢
代
の
文
物
』
(
林
巳
奈
夫
編
、

一
九
七
六
)
『
戦

園
時
代
出
土
文
物
の
研
究
』
(
林
巳
奈
夫
編
、

一
九
八
五
)
と
い
う
古
代
中
園

の
文
物
を
主
題
に
し
た
班
研
究
報
告
の
大
著
が
世
に
迭
ら
れ
、
開
学
界
を
盆
し
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

文
物
の
語
は
日
本
で
は
普
通
文
明
の
所
産
を
汎
稽
す
る
か
た
い
こ
と
ば
で
あ

る
が
、
近
年
現
代
漢
語
の
文
物
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
珍
し
く
な
く
な
っ

て
き
た
。
日
本
語
の
文
化
財
に
相
晶
画
す
る
文
物
の
語
の
使
用
は
中
園
研
究
者
の

聞
で
は
銃
に
一
般
化
し
て
い
る
が
、
右
の
ニ
書
な
ど
は
こ
の
語
を
普
及
さ
せ
る

に
一
定
の
役
割
を
演
じ
た
か
と
恩
わ
れ
る
。
『
漢
代
の
文
物
』
は
衣
服

・
建
築
か

ら
什
器
・
農
工
具
・
乗
物
・
熊
祭
・
祭
器
・
武
器

・
旋
旗
・
書
契
に
わ
た
り
、

劉
照
「
緯
名
」
等
文
献
の
説
明
と
出
土
品

・
繕
賓
等
を
綜
合
し
、
漢
代
の
物
質

生
活
を
リ
ア
ル
に
復
原
す
る
こ
と
を
目
標
に
園
版
を
多
用
し
大
き
な
成
果
を
奉

げ
た
。
『
戟
園
時
代
出
土
文
物
の
研
究
』
と
な
る
と
、
文
字
資
料
も
含
む
出
土

文
物
自
鐙
の
研
究
と
、
そ
れ
ら
出
土
文
物
を
手
掛
り
と
す
る
歴
史
研
究
の
雨
種

を
併
せ
含
み
、
九
篇
の
論
文
は
そ
れ
ぞ
れ
濁
立
の
関
心
と
内
容
を
そ
な
え
、
『
渓

代
の
文
物
』
の
よ
う
に
一
貫
し
た
完
結
性
を
も
っ
書
と
は
異
質
な
論
文
集
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
と
似
た
同
じ
人
文
研
の
班
研
究
報
告
『
棚
田
出
一
醐
科
皐
史
資
料

の
研
究
課
注
篇

・
論
考
篇
』
(
山
田
慶
見
編
、

一
九
八
五
〉
も
論
考
篇
は
一

一
篇
の
論
文
集
で
あ
る
が
、
誇
注
篇
の
共
同
作
業
を
中
核
と
す
る
勲
、
科
昼
史
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と
い
う
固
有
領
域
に
主
題
が
集
中
し
て
い
る
黙
で
ま
と
ま
り
が
よ
い
。
文
物
や

新
出
土
資
料
を
封
象
と
し
つ
つ
も
本
書
は
『
漢
代
の
文
物
』
と
全
く
性
格
を
異

に
す
る
の
は
も
と
よ
り
、
右
に
あ
げ
た
二
種
の
論
文
集
と
比
べ
て
も
封
象
の
年

代
的
擁
が
り
が
戟
園
時
代
の
数
倍
に
達
し
、
ま
た
執
筆
者
の
関
心
が
歴
史
拳
を

核
と
し
つ
つ
思
想
・
宗
数
・
美
術
・
政
治
・
法
制

・
社
品
目
・
経
済
等
多
岐
に
渉

る
黙
で
、
濁
自
の
風
格
を
示
す
書
と
な
っ
て
い
る
。

研
究
班
員
の
過
牟
は
中
圏
中
世
史
研
究
品
目
に
麗
し
、
貌
菅
南
北
朝
・
陪
唐
時

代
史
の
専
門
家
で
あ
る
。
従
っ

て
同
じ
人
文
研
か
ら
嘗
て
班
研
究
の
成
果
と
し

て
産
れ
た
『
中
圏
中
世
の
宗
敬
と
文
化
』
(
一
繭
永
光
司
編
、
一
九
八
二
、
一

O

篇
枚
〉
や
『
中
園
貴
族
制
祉
倉
の
研
究
』
(
川
勝
義
雄
・
嘱
波
護
編
、
一
九
八

七
、
一
八
篇
枚
)
の
雨
論
文
集
と
本
蓄
が
密
接
な
内
的
関
連
を
有
す
る
の
は
蛍

然
と
い
っ
て
よ
い
。
右
の
二
加
の
論
集
の
寄
稿
者
中
、
前
者
の
雨
名
・
後
者
の

八
名
が
本
書
に
も
寄
稿
し
て
お
り
、
編
者
の
共
通
性
と
も
相
ま
っ
て
特
に
『
中

園
貴
族
制
批
禽
の
研
究
』
と
本
書
は
姉
妹
論
文
集
と
も
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

他
方
嘗
て
漠
代
の
文
物
研
究
班
に
属
し
た
曾
布
川
氏
と
戦
闘
時
代
出
土
文
物

に
執
筆
し
た
富
谷
氏
が
本
書
の
執
筆
に
加
わ
っ
て
い
る
の
に
明
ら
か
な
ご
と

く
、
先
行
す
る
時
代
の
文
物
研
究
の
蓄
積
が
中
世
文
物
班
研
究
に
ゆ
た
か
に
掻

取
さ
れ
て
い
る
。
人
文
研
に
は
東
方
文
化
摩
院
京
都
研
究
所
以
来
、
中
園
考
古

拳
や
金
石

・
籍
登
史
研
究
の
強
力
な
停
統
が
存
し
、
彪
大
な
石
刻
拓
本
を
は
じ

め
と
し
諸
種
の
考
古
遺
物
や
文
化
財
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
文
物
研
究
の
場
と

し
て
類
稀
な
好
環
境
を
な
し
て
い
る
。
か
く
て
中
園
文
物
の
研
究
と
六
朝
惰
唐

史
研
究
の
雨
俸
統
が
み
ご
と
に
結
合
し
た
所
に
本
班
研
究
が
笈
足
し
た
の
で
あ

ア
た
。
班
研
究
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
東
方
皐
報
京
都
第
五
九
加
J
六
六
舶
の

奨
報
欄
に
報
告
者
と
題
目
が
載
っ
て
お
り
、
九
三
年
末
ま
で
の
八
年
聞
に
中
圏

中
世
の
文
物
と
秦
漢
陪
唐
の
文
物
資
料
雨
涯
を
遁
じ
計
九
八
報
告
の
行
わ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
報
告
者
に
は
一
時
間
滞
在
の
外
園
人
研
究
者
な
ど
も
含
ま
れ

そ
の
テ
1
7
も
多
様
で
あ
る
が
、
本
書
に
収
め
る
諸
論
文
も
そ
の
多
く
が
研
究

曾
で
口
頭
稜
表
さ
れ
班
員
の
討
議
を
へ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
八
年
の
聞
に

は
班
員
も

一
部
出
入
が
あ
る
が
、
そ
の
関
三
、
四
回
笈
表
し
て
い
る
人
が
十
数

名
を
数
え
そ
の
殆
ど
は
本
書
に
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
班
研
究
の
所
産

が
す
べ
て
本
書
に
盛
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
東
方
皐
報
等
に
掲
載
さ
れ
る
論

文
も
あ
り
、
例
え
ば
小
南
一
郎
氏
の
「
一
料
亭
壷
と
東
奥
の
文
化
」
は
本
書
と
同

時
に
刊
行
さ
れ
た
第
六
五
加
に
枚
録
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
主
題
に
ふ
さ
わ
し

い
こ
の
論
文
が
ど
う
し
て
含
ま
れ
ぬ
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
或
い
は
九
O
頁
に

及
ぶ
こ
の
力
作
は
頁
数
の
制
約
か
ら
東
方
皐
報
に
回
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
「
。
モ
ノ
φ

を
使
っ
た
研
究
と
い
う
一
黙
」
(
本
書
序
)
に

テ
1
マ
の
し
ぼ
ら
れ
た
班
研
究
と
は
い
え
、
本
書
の
論
文
は
一
般
に
考
え
ら
れ

て
い
る
文
物
研
究
の
範
鴫
に
牧
ま
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
混
在
し
て
お

り、

書
名
も
『
中
圏
中
世
の
文
物
と
祉
舎
』
と
で
も
し
た
方
が
内
容
に
ふ
さ
わ

し
い
。
以
上
本
書
の
生
れ
る
背
景
と
そ
の
特
質
を
概
観
し
た
が
、
以
下
各
篇
の

内
容
の
紹
介
に
入
ろ
う
e

時
代
的
に
分
け
る
と
漢
代
三
、
西
菅
て
六
朝
て

南
北
朝
一
、
南
朝
て
北
朝
三
、
北
朝
惰
唐
一

、
唐
代
七
と
な
っ
て
お
り
、
文

物
に
即
し
た
研
究
九
、
文
物
を
め
ぐ
る
研
究

一、

文
書
の
研
究
三
、
そ
の
他
歴

史
研
究
五
を
算
え
る
。

冨
谷
至
「
大
英
図
書
館
所
識
の
敦
煙
漢
簡
」

著
者
が
一
九
九
二
年
三
J
九
月
の
閲
ス
タ
イ
ン
賂
来
敦
爆
漢
簡
を
寅
査
し
、

注
目
す
べ
き
以
下
の
所
見
を
潟
県
を
添
え
て
設
明
す
る
。
頁
手
と
買
手
商
者
の

簡
の
残
る
一
柳
爵
二
年
賀
布
抱
券
の
簡
側
の
切
込
み
(
刻
歯
)
の
位
置
五
ケ
所
が

ピ
ッ
タ
リ
相
符
合
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
か
っ
切
込
み
の
開
隔
が
人
さ
し
指
の

関
節
の
長
さ
に
相
嘗
す
る
と
指
摘
す
る
の
は
大
き
な
設
見
と
い
え
よ
う
。
指
の
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関
節
の
位
置
を
三
線
や
=
一
黙
で
示
し
自
署
の
役
割
を
に
な
わ
せ
本
人
確
認
の
手

段
と
す
る
査
指
は
、
東
亜
で
永
年
に
わ
た
り
庚
汎
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
源
流

が
こ
こ
に
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
籾
山
氏
の
調
査
さ
れ
た
居
延
本

始
元
年
賀
努
に
は
九
本
の
き
ざ
み
が
あ
り
、
指
の
関
節
の
間
隔
と
い
う
認
定
に

は
複
数
例
の
提
示
を
必
要
と
し
よ
う
。
又
警
候
符
に
も
切
込
み
が
あ
り
そ
こ
に

文
字
の

一
宇
が
記
入
さ
れ
契
合
の
用
に
使
わ
れ
た
例
を
示
し
、
文
字
は
符
の
番

鋭
の
類
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
す
る
。
他
方
簡
を
綴
合
し
て
加
害
と
な
す
場

合
、
関
側
に
紐
を
か
け
る
小
さ
い
切
込
み
を
つ
け
た
密
書
簡
・

廿
八
宿
衡
を
あ

げ
る
。
内
容
は
書
籍
の

一
部
で
も
、
長
期
保
存
の
整
加
で
な
い
寓
し
ゃ
習
書
に

は
嘗
然
こ
う
し
た
切
込
み
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
文
書
や
帳
簿
に
も
関
側
に
編

綴
の
跡
の
残
る
も
の
が
あ
る
。
俸
穀
や
食
糧
の
受
領
備
に
も
そ
の
例
が
あ
り
、

支
給
場
所
で
書
記
が

一
聯
の
受
領
置
を
作
成
し
編
綴
整
理
し
て
い
た
と
解
さ
れ

る
。
そ
の
他
守
御
器
簿
備
の
再
利
用
や
詔
書
簡
の
う
っ
し
の
例
を
検
討
し
、
ま

た
創
り
屑
(
枕
〉
四
十
数
貼
を
検
出
し
て
い
る
。
な
お
制
去
・
修
正
を
加
え
ら

れ
た
筒
、
再
利
用
さ
れ
た
形
跡
の
あ
る
簡
を
例
示
し
、
簡
肢
の
貨
物
に
卸
す
研

究
に
際
し
留
意
す
べ
き
諸
黙
を
教
え
ら
れ
る
。
近
年
原
衡
に
接
す
る
機
掛
聞
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
書
と
時
を
同
じ
く
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
中
園
出
土
文

字
資
料
の
基
礎
的
研
究
』
(
卒
成
四
年
度
科
研
報
告
)
に
枚
め
る
籾
山
明

「刻

歯
簡
膿
考
略
」
に
は
、
九

O
年
蓋
北
で
居
延
衡
を
調
査
し
た
知
見
が
盛
ら
れ
、

本
論
の
切
込
み
の
検
討
と
併
せ
み
ら
れ
る
と
よ
い
。

上
田
早
苗
「
王
葬
政
権
と
居
成
新
筒
」

森
鹿
三
「
居
延
出
土
の
王
葬
簡
」
(
一
九
六
一
ニ
)
の
ひ
そ
み
に
習
っ
て
、
近

刊
『
居
延
新
簡
』
(
一
九
九

O
)
や
『
敦
健
一
漢
簡
』
(
一
九
九
一
〉
か
ら
王
葬

時
代
の
詔
書
・
俸
藤
に
関
す
る
簡
等
を
取
上
げ
た
劉
記
。
文
末
に
「
王
葬
の
理

念
鐙
系
」
一
一
一
頁
を
附
し

「
こ
う
し
た
王
奔
の
理
念
陸
系
と
居
成
新
簡
の
内
容
は

大
き
く
相
貌
を
異
に
し
て
い
る
」
と
結
ば
れ
る
が
、
簡
の
内
容
の
い
か
な
る
黙

が
理
念
と
異
な
る
の
か
讃
者
に
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
最
後
の
節
は
蛇
足
で
は

な
か
ろ
う
か
。

佐
原
康
夫
「
漢
代
銭
幕
賓
制
の
再
検
討
」

箸
者
は
曾
て
影
山
剛
氏
の
『
中
園
古
代
の
商
工
業
と
専
賀
制
』
ハ
一
九
八
四
〉

を
詳
し
く
書
評
し
(
本
誌
四
四
|
四
)
「
中
園
古
代
の
商
工
業
と
専
制
園
家
の

内
的
関
連
を
論
じ
た
数
少
な
い
専
著
で
あ
り
、
一
商
工
業
の
成
長
か
ら
衰
退
ま
で

の
過
程
を
論
理
的
に
把
え
よ
う
と
し
た
貴
重
な
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
l
F
」
と
認
め

つ
つ
、
「
代
表
的
一
商
品
た
る
盟
と
鍛
器
の
生
産
地
が
交
通
の
不
便
な
特
定
の
土

地
に
局
限
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
大
一
商
一
人
の
生
産
と
流
通
の
濁
占
と
投
機
的
不

等
償
交
換
を
惹
起
し
た
こ
と
が
、
商
工
業
の
設
展
と
専
費
制
の
質
を
規
定
し
て

い
る
」
と
譲
み
と
れ
る
影
山
氏
の
主
張
に
疑
問
を
投
じ
、
製
銭
遺
跡
が
内
地
の

都
市
や
そ
の
周
透
か
ら
少
な
か
ら
ず
設
見
さ
れ
て
お
り
決
し
て
深
山
窮
湾
に
限

ら
れ
ず
、
濁
占
的
大
一
商
人
は
鍛
器
の
使
用
が
康
範
に
普
及
し
た
後
で
出
現
し
た

一
部
の
特
殊
な
事
例
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
と
批
剣
を
加
え
た
。
そ
れ

以
来
一
貫
し
て
繍
々
夜
見
さ
れ
る
製
鍛

・
銭
器
に
関
す
る
考
古
調
査
や
研
究
を

ひ
ろ
く
迫
跡
検
討
し
、
「
漢
代
の
製
織
技
術
に
つ
い
て
」
(
一
九
九

O
〉
「
南

陽
瓦
房
荘
漢
代
製
餓
遺
跡
の
技
術
史
的
検
討
」
(
一
九
九
一
二
)
を
著
し
た
佐
原

氏
は
、
本
論
文
に
餓
専
賓
制
の
史
的
パ

l
ス
ベ
ク
テ
ィ
ヴ
を
総
合
的
に
描
き
出

し
て
い
る
。
前
漢
に
は
年
産
数
百
ト
ン
規
模
の
餓
鎖
山
が
、
専
貰
時
代
金
園
に

約
五

O
設
置
さ
れ
た
織
官
の
近
努
等
に
相
蛍
数
存
在
し
、
年
産
銭
総
額
を
一
高

J
一
高
五
千
ト
ン
(
吉
田
光
邦
に
よ
る
宋
代
年
産
推
計
は
三
J
四
寓
ト
ン
)
程

度
と
見
積
り
、
そ
れ
で
餓
器
は
小
農
民
に
ま
で
充
分
普
及
し
て
い
た
と
解
す

る
。
「
史
記
」
貨
殖
列
俸
の
銭
器
千
石
で

一二

O
蔦
銭
の
寅
上
げ
と
み
る
宮
崎

市
定
設
に
よ
り
、
餓
器
の
小
貫
り
債
格
は
一
斤
(
約
二
五

O
瓦
)
一

O
銭
と
な
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り
、
農
兵
一
黙
数
十
銭
に
過
ぎ
ず
決
し
て
高
債
で
は
な
く
農
民
が
購
入
で
き
た

の
で
あ
る
。
官
脇
田
工
房
で
は
官
用
器
物
の
自
給
的
生
産
を
行
な
い
、
民
聞
に
流

遁
し
た
餓
器
住
商
品
と
し
て
民
閲
で
生
産
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
織
の
流
通

は
決
し
て
遠
隔
地
商
業
を
牛
耳
る
大
商
人
に
よ
っ
て
墾
断
さ
れ
て
は
い
な
か
司

た
。
制
捜
銭
技
術
面
で
は
、
前
漢
後
期
か
ら
貌
菅
南
北
朝
に
か
け
製
鋼
技
術
が
大

設
展
し
、
鋳
銭
を
熱
蕗
理
院
炭
し
て
鋼
材
化
す
る
高
度
技
法
を
完
成
さ
せ
た
。

武
脅
後
期
の
銭
事
寅
は
「
未
曾
有
の
財
政
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
漢
王
朝
は
、
管

子
の
軽
重
策
を
奉
ず
る
財
務
官
僚
を
登
用
し
、
元
狩
四
年
か
ら
堕
と
と
も
に
鍛

を
専
貰
化
し
た
。
鎖
産
資
源
の
分
布
に
態
じ
て
郡
単
位
に
置
か
れ
た
銭
官
は
、

豚
レ
ベ
ル
に
出
先
機
関
を
配
置
し
、
従
来
の
官

・
民
の
餓
器
生
産
と
市
場
の
康

が
り
に
制
開
腹
し
た
組
織
を
持
っ
て
い
た
。
餓
器
の
生
産
流
通
の
官
僚
的
支
配

は
、
山
林
資
源
の
園
家
濁
占
と
、
市
籍
を
遁
じ
て
人
頭
的
に
把
握
さ
れ
た
生
産

者
、
卒
徒
の
強
制
努
働
力
の
統
合
管
理
に
よ
っ
て
質
現
し
た
。
こ
れ
は
戟
園
時

代
の
山
林
簸
津
管
理
と
、
郡
豚
制
の
基
本
的
枠
組
み
で
あ
る
人
聞
の
人
頭
的
支

配
を
組
み
合
わ
せ
て
強
化
し
、
大
商
入
居
の
「
不
正
な
」
利
潤
を
園
家
に
集
中

す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
て
ば
、
専
費
制

下
の
鍬
器
生
産
が
官
営
か
民
営
か
を
峻
別
す
る
必
要
は
な
い
。
富
商
大
買
を
排

除
し
た
上
で
、
生
産
の
末
端
に
下
請
け
的
な
民
開
生
産
者
が
い
て
も
不
思
議
で

は
な
い
・
:
:
こ
の
よ
う
な
専
寅
制
度
は
:
:
:
一
連
の
財
政
改
革
の
総
仕
上
げ
と

し
て
園
家
閏
物
流
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
均
総
卒
準
の
制
度
に
包
掻
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
安
定
し
た
。
そ
の
結
果
餓
器
の
生
産
流
通
の
地
域
差

が
行
政
的
に
調
整
さ
れ
て
卒
準
化
さ
れ
、
園
家
の
董
一
一
閏
な
生
産
管
理
が
む
し

ろ
様
々
な
製
織
技
術
を
普
及
・
混
渚
さ
せ
、
新
た
な
技
術
的
成
果
を
産
み
出
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
の
が
著
者
の
基
本
的
見
通
し
で
あ
る
。
曾

庁
、
専
寅
制
下
の
餓
器
生
産
の
官
・
民
営
を
焦
黙
に
影
山
・
藤
井
・
伊
藤
氏
ら
の

論
争
が
は
な
ば
な
し
か
っ
た
時
代
か
ら
、
織
の
考
古
皐
の
飛
躍
的
前
進
を
テ
コ

に
経
済
史
の
理
解
も
新
し
い
次
元
が
切
り
開
か
れ
た
わ
け
で
、
著
者
の
多
年
苦

心
し
た
課
題
だ
け
に
譲
む
者
に
迫
る
重
厚
な
論
旨
に
満
ち
て
い
る
。

中
村
圭
爾
「
江
南
六
朝
墓
出
土
陶
査
の
一
考
察
」

墳
墓
の
愛
掘
報
告
を
手
康
く
集
成
し
、
紀
年
墓
約
一
五

O
件
に
し
ぼ
っ
て
南

京
周
透
(
第
一
)
、
安
徽
・
江
蘇
・
新
北
(
第
二
)
、
新
東
西
・
瀕
海
方
面
(
第

一
ニ
〉
の
三
地
域
に
分
ち
、
副
葬
陶
器
を
生
活
用
器
・
模
型
・
備
等
に
分
類
し
詳

細
な
紀
年
墓
出
土
陶
査
一
覧
表
を
作
成
し
、
年
代
的
推
移
と
地
域
特
性
を
丹
念

に
考
察
す
る
。
呉
・
西
E

日
、
東
E

目
、
南
朝
の
=
一
期
に
大
き
く
段
階
区
分
さ
れ
る

が
、
南
朝
に
紀
年
墓
は
相
射
的
に
乏
し
く
副
葬
品
の
種
類
も
限
ら
れ
て
く
る
。

穀
倉
は
東
菅
初
が
下
限
、
模
型
器
に
つ
い
て
み
る
と
地
域
的
に
第
て

二
、
三

の
順
に
数
量
と
出
土
頻
度
が
減
少
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
年
代
的
に
は
突
か
ら

西
膏
へ
と
逓
減
し
、
東
菅
以
降
一
旦
見
ら
れ
な
く
な
る
が
南
京
周
遊
で
は
南
朝

に
再
び
現
れ
る
。

東
E

日
墓
の
最
大
級
の
も
の
の
明
器
構
成
は
「
通
典
」
各
八
六
の
惇
え
る
賀
循

の
設
に
か
な
り
針
態
し
て
い
る
。
華
北
と
比
較
す
る
な
ら
、
三
世
紀
ま
で
は
江

南
の
出
土
陶
議
セ
ッ
ト
と
基
本
的
に
繁
ら
ぬ
が
、
四
世
紀
以
後
に
な
る
と
北
朝

墓
か
ら
は
模
型
や
偶
が
大
量
に
出
土
し
生
活
用
器
の
種
類
が
比
較
的
少
な
い
と

い
う
顕
著
な
差
濯
が
あ
る
。

陶
査
の
産
地
の
明
ら
か
な
物
に
つ
い
て
は
、
出
土
例
か
ら
そ
の
流
通
範
圏
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
倉
稽
郡
の
上
虞
・
始
寧
産
害
問
奮
の
穀
倉
が
建
康
周
透
ま
で

庚
く
流
通
し
て
お
り
、
叉
湖
州
に
近
い
徳
清
窓
一
一
の
牌
甘
粕
糞
も
建
康
は
も
と
よ
り

新
西
・
漸
東
各
地
に
遍
く
分
布
し
て
い
た
。
他
方
一
墓
中
の
明
時
か
複
数
の
窯

の
産
品
よ
り
な
る
例
も
存
し
、
陶
資
産
業
の
渓
逮
と
そ
れ
に
謄
ず
る
需
要
者
の

多
様
な
選
好
が
認
め
ら
れ
る
。
豊
富
な
デ
ー
タ
を
克
明
に
整
理
し
、
副
葬
陶
器
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を
手
が
か
り
と
し
て
江
南
六
朝
の
社
舎
文
化
の
諸
相
、
と
り
わ
け
一商
品
流
通
の

寅
情
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む
認
識
を
産
み
出
し
た
本
論
文
は
、
文
物
を
活
用
し

た
歴
史
研
究
の
美
事
な
成
功
例
と
い
え
よ
う
。

河
野
道
房
「
北
斉
宴
叡
墓
壁
登
考
」

一
九
七
九
|
八
一
年
に
太
原
市
南
郊
で
夜
掘
さ
れ
た
北
斉
の
外
戚
、
太
師
・

弁
州
刺
史
婁
叡
(
|
五
七

O
)
の
墓
遁
を
飾
る
乗
馬
人
物
の
行
列
園
等
は
、
遺

ロ
聞
の
乏
し
い
貌
耳
目
南
北
朝
総
蜜
の
精
華
と
見
ら
れ
、
殊
に
瓜
寅
型
の
ふ
っ
く
ら

し
た
人
物
の
個
性
的
顔
貌
表
現
や
馬
の
い
き
い
き
し
た
動
態
表
現
は
、
従
来
知

ら
れ
な
か
で
た
新
し
い
蜜
風
の
存
在
を
強
く
印
象
附
け
る
も
の
で
、
田
技
見
時
か

ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
本
論
文
は
宿
白
・
金
維
諾

・
史
樹
青
・
謝
稚
柳
ら
中
園

筆
者
の
諸
論
考
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
北
湾
の
墳
墓
壁
登
は
も
と
よ
り
漢
?
唐
代

の
墳
墓

・
石
窟
壁
登
等
と
可
能
な
限
り
比
較
検
討
を
深
め
、
そ
の
基
本
的
特
質

を
鮮
明
な
ら
し
め
よ
う
と
努
め
、
現
段
階
で
最
も
ま
と
ま
っ
た
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
婁
叡
は
惰
帰
国
鐙
裕
の
外
護
慣
で
も
あ
り、

安
陽
の
賀

山
寺
の
建
立
を
支
え
た
。
本
墓
の
墓
室
装
飾
に
み
ら
れ
る
麿
尼
賓
珠
や
蓮
華
な

ど
併
数
的
図
像
の
存
在
も
、
墓
主
の
経
歴
と
関
連
し
て
理
解
さ
れ
る
。
著
者
は

人
物
表
現
に
つ
い
て
「
こ
の
頃
の
麓
寝
に
は
「
秀
骨
清
像
」
に
代
表
さ
れ
る
北

貌
系
(
南
朝
登
風
と
西
域
登
風
の
融
合
で
生
れ
た
て
婁
叡
墓
に
代
表
さ
れ
る

鮮
卑
系
(
ま
た
は
北
貌
の
鮮
卑
と
区
別
し
て
北
湾
系
)
、
そ
し
て
濃
い
隈
取
り

の
西
方
系
、
と
い
う
各
種
の
登
風
が
混
在
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
解

し
、
一
方
南
朝
登
像
碍
に
通
ず
る
北
貌
司
馬
金
龍
墓
出
土
扉
風
漆
賓
列
女
古
賢

闘
や
北
斉
佳
芥
墓
壁
査
の
如
き
南
朝
萱
風
も
惜
酬
が
っ
て
い
た
と
み
る
。
漢
耳
目
期

の
潟
意
的
と
も
い
え
る
簡
潔
な
描
潟
か
ら
、
生
動
感
を
伴
っ

た
篤
質
的
な
馬
の

表
現
に
み
ご
と
に
縛
換
し
て
い
る
と
著
者
は
許
し
、
こ
う
し
た
婁
叡
墓
壁
萱
の

背
景
に
は
楊
子
華
に
代
表
さ
れ
る
北
脅
壷
壇
の
高
い
水
準
の
給
資
(
特
に
動
物

蛮
)
製
作
が
あ
っ
た
と
す
る。

既
に
漢
化
が
進
ん
だ
階
直
前
の
時
期
の
弁
州
の

人
物
群
像
を
つ
ぶ
さ
に
観
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
嘗
代
史
を
考
え
る
者
に
限

り
な
い
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
(
挿
園
町
黙
は
全
て
既
刊
書
か
ら
取

ら
れ
る
)

曾
布
川
寛
「
龍
門
石
窟
に
お
け
る
北
朝
造
像
の
諸
問
題
」

近
年
龍
門
石
窟
を
現
地
調
査
さ
れ
て
い
る
著
者
は
、
低
位
置
に
あ
っ
て
風
化

が
進
ん
で
い
る
震
あ
ま
り
注
意
さ
れ
な
か
っ
た
路
傍
禽
の
交
脚
漏
勃
像
を
、
古

陽
洞
の
長
祭
王
夫
人
尉
混
氏
蒲
勧
像
寵
(
太
和
一
九
)
等
と
比
較
し
、
こ
れ
を

雲
岡
様
式
の
ま
ま
洛
陽
遷
都
後
聞
も
な
い
時
期
に
造
営
さ
れ
た
も
の
と
認
め

る。
次
に
孝
昌
三
年
(
五
二
七
〉
太
尉
皇
甫
度
に
よ
り
造
営
さ
れ
た
沓
稽
石
窟
寺

(皇
甫
公
窟
)
と
孝
昌
元
年
司
空
皇
甫
度
が
比
丘
尼
道
暢
ら
の
亥
(
妓
)
劫
千

併
造
像
を
助
け
た
蓮
華
洞
の
造
像
爾
者
に
つ
い
て
、
奮
拓
に
よ
り
〈
太
尉
公
皇

甫
公
石
窟
碑
〉
と
〈
比
丘
尼
道
暢
造
千
併
記
〉
を
紹
介
し
、
一
該
窟
の
理
解
を
深

め
る
。
そ
こ
で
石
窟
碑
の
勅
損
し
た
題
額
を
「
貌
侍
中
/
口
口
口
/
司
空
公
/

太
尉
公
/
皇
甫
公
/
石
窟
碑
」
と
復
原
し
、
白
星
甫
修
・
自
主
甫
度
兄
弟
の
震
の
造

窟
と
み
る
新
設
を
提
出
し
て
い
る
。
最
後
に
路
洞
と
周
透
窟
の
造
品
百
年
代
を
、

造
像
様
式
に
現
れ
る
デ
フ
ォ
ル
メ

・
像
の
丸
み
・
裳
懸
け
座
の
援
の
線
の
文
様

化

・
光
背
の
頭
光
が
身
光
の
同
心
園
や
卒
行
線
を
重
ね
る
手
法

・
浅
浮
彫
の
多

用
に
着
目
し
て
、
い
わ
ゆ
る
龍
門
様
式
と
異
な
る
特
徴
を
認
め
、
東
貌
初
と
考

え
る
主
張
を
の
ベ
る
。
牟
世
紀
前
の
水
野

・
長
廉
雨
氏
の
調
査
以
来
の
研
究
蓄

積
と
現
紋
調
査
を
綜
合
し
た
精
密
な
論
考
で
、
奮
拓
の
苦
心
録
出
も
含
め
龍
門

研
究
の
進
展
に
寄
興
す
る
所
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

紳
塚
淑
子
「
南
北
朝
時
代
の
這
数
遁
像
|
|
宗
教
思
想
史
的
考
察
を
中
心
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道
数
像
は
傍
数
造
像
流
行
の
影
響
下
に
五
世
紀
前
字
、
南
朝
の
陸
修
静
・
北

朝
の
窓
謙
之
の
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
。
本
論
文
は
南
北
朝
時
代
の
道
数
像
四
九

黙
(
全
て
北
朝
の
も
の
、
道
併
併
存
も
含
む
、
大
部
分
紀
年
あ
り
〉
を
博
捜
集

録
し
、
外
型
と
銘
文
を
総
合
的
に
考
察
し
て
、
最
古
の
始
光
元
年
(
四
二
四
)

三
原
燃
民
ら
の
「
造
併
道
像
一
一
価
」
の
銘
文
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
思
想
的

に
も
造
型
の
上
で
も
傍
と
道
の
混
清
井
存
が
顕
著
な
特
徴
を
な
し
て
い
る
黙
を

ま
ず
明
示
す
る
。
造
像
記
に
は
「
遁
像
」
「
皇
老
君
文
召
像
」
「
老
君
」
「
太

上
老
君
」
「
天
隼
」
「
元
始
天
傘
」
の
像
名
が
現
れ
、
叉
造
像
主
に
は
「
道

士
」
「
道
民
」
「
道
民
女
官
」
「
男
官
」
「
録
(
篠
)
生
」
な
ど
が
見
え
る
。
つ

い
で
代
表
的
造
像
記
四
勲
、
太
和
廿
年
(
四
九
六
)
銚
伯
多
造
皇
老
君
像
碑
・

大
統
十
四
年
(
五
四
八
)
奈
氏
造
太
上
老
君
像
碑
・
保
定
四
年
(
五
六
四
)
銚

道
弥
造
老
君
像
・
建
徳
元
年
(
五
七
二
)
李
元
海
等
造
元
始
天
掌
像
碑
を
取
上

げ
、
可
能
な
限
り
原
文
を
録
出
し
ょ
く
残
る
も
の
は
和
平
一
昨
を
施
し
、
造
像
の
思

想
的
社
曾
的
背
景
を
遁
求
す
る
。
全
種
に
併
教
の
語
集
が
多
用
さ
れ
、
祈
願
の

内
容
は
亡
者
の
死
魂
が
三
途
八
難
の
苦
か
ら
済
わ
れ
仙
界
に
昇
る
よ
う
、
現
世

の
谷
間
周
に
福
山阪
が
及
ぶ
よ
う
、
皇
家
と
園
土
全
鐙
の
卒
安
、
宇
宙
の
一
切
の
存

在
が
苦
難
を
解
脱
し
て
正
道
を
得
る
よ
う
、
と
傍
像
の
造
像
記
と
基
本
的
に
共

通
し
て
い
る。

し
か
し
挑
伯
多
の
文
言
に
は
「
老
君
呈
国
語
誠
経
」
中
の
静
室
の

祈
願
文
や
「
無
上
秘
要
」
の
諸
祷
願
文
と
相
類
似
す
る
も
の
が
指
摘
さ
れ
、
奈

氏
の
碑
の
上
部
に
は
敏
代
前
の
高
位
に
あ
っ
た
禁
洪
像
碑
の
題
額
が
横
行
刻
出

さ
れ
、
一
族
の
穎
彰
碑
間
性
格
が
目
立
ち
、
李
元
海
碑
の
文
面
に
癒
資
源
の
中

心
的
経
典
「
度
人
経
」
の
本
文
や
注
に
相
類
す
る
個
所
が
注
意
さ
れ
る
等
、
蛍

代
道
数
の
思
想
や
儀
躍
の
欣
況
を
反
映
し
た
黙
や
系
譜
重
視
の
時
代
相
の
顛
現

が
示
さ
れ
る
。

道
教
像
を
造
っ
た
の
は
多
く
無
官
の
庶
民
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
最
大
の
念
願

は
七
世
父
母
と
表
現
さ
れ
る
自
分
の
先
祖
た
ち
が
地
獄
の
苦
し
み
か
ら
救
わ
れ

る
所
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

市
営
谷
邦
夫
「
梁
天
監
十
八
年
紀
年
銘
墓
碍
と
天
監
年
聞
の
陶
弘
景
」

一
九
八
六
年
江
蘇
省
句
容
豚
茅
山
の
朱
陽
館
奮
祉
西
方
の
一
農
家
の
壁
中
か

ら
、
文
革
期
に
附
近
の
南
朝
梁
墓
か
ら
掘
り
出
さ
れ
た
十
四
種
十
七
個
の
有
銘

墓
碍
が
夜
見
さ
れ
、
陳
世
華
氏
の
考
詮
で
陶
弘
景
の
弟
子
の
墳
墓
の
も
の
と
推

定
さ
れ
た
。
曾
て
陶
隠
居
年
譜
を
編
み
更
に
『
員
諾
索
引
』
を
作
成
し
た
著
者

は
、
九
二
年
に
現
地
に
赴
き
寅
朕
調
査
し
た
が
、
由
時
の
保
存
は
よ
く
な
か
っ

た
。
関
係
文
献
の
精
査
を
通
じ
由
貿
谷
氏
は
陳
氏
の
設
に
訂
補
を
加
え
、
幽
館
は

道
館
で
は
な
く
墓
を
意
味
し
、
出
土
墓
は
陶
弘
景
の
墓
に
相
違
な
い
と
認
め

る
。
「
梁
天
監
十
八
年
造
建
十
九
〔
年
立
虚
甥
〕
」
「
華
陽
〔
隠
居
〕
幽
館
」
等

の
碍
文
か
ら
、
著
者
は
「
周
氏
冥
遁
記
」
等
の
所
俸
を
参
照
し
て
陶
氏
の
晩
年

の
朕
況
を
次
の
如
く
復
原
す
る
。
天
監
十
四
年
(
五
一
五
)
夢
告
を
遁
じ
陶
氏

は
仙
官
叙
任
(
昇
仙
)
を
期
待
し
た
が
、
弟
子
の
霊
媒
周
子
良
を
通
じ
確
か
め

た
所
五
年
か
十
年
先
と
の
答
に
失
望
し
、
更
に
翌
年
周
子
良
の
昇
仙
に
遇
い
、

焦
燥
に
騒
ら
れ
ざ
る
を
得
ず
傍
敬
へ
傾
斜
を
示
し
、
十
八
年
に
歪
り
翌
年
以
降

昇
仙
の
可
能
性
に
期
待
し
て
墓
碍
の
焼
成
を
始
め
翌
年
墳
場
を
築
い
た
と
推
察

す
る
。
し
か
し
陶
氏
は
大
同
二
年
〈
五
一
三
ハ
〉
間
伐
す
る
ま
で
な
お
十
数
年
徐
命

を
保
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
推
理
の
妙
は
感
嘆
に
値
す
る
。

一
漏
原
啓
郎
「
西
菅
の
墓
誌
の
意
義
」

中
園
の
墓
誌
の
起
源
に
つ
い
て
は
近
年
出
土
資
料
が
増
加
し
従
来
の
諸
設
を

再
検
討
す
べ
き
段
階
に
達
し
て
い
る
が
、
著
者
は
後
漢
に
始
ま
る
墓
室
内
に
刻

ま
れ
た
被
葬
者
に
関
す
る
記
録
(
墓
記
・
封
記
・
寮
像
石
題
字
・
石
榔
題
字
・

墓
碍
・
静
座
の
類
A
)
と
、
貌
耳
目
の
立
碑
の
禁
止
の
結
果
西
菅
に
出
現
す
る
墓

室
内
の
小
型
の
碑
形
の
墓
誌
〈
墓
誌
碑
B
〉
に
大
別
し
、
三
園
・
西
菅
の
A
十
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二
件
、
B
二
一
件
、

A
B
い
ず
れ
か
未
詳
五
件
計
三
八
件
文
網
羅
的
に
表
示

し、

B
の
刻
文
に
題
・
序

・
銘
を
完
備
す
る
数
例
の
存
在
を
翠
げ
、
そ
れ
ら
は

百
字
以
上
の
長
文
を
具
え
、
北
貌
以
降
の
墓
誌
に
内
容
的
に
連
な
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
西
菅
の
B
系
墓
誌
碑
は
恵
喬
期
に
比
較
的
集
中
し
、
叉
出
土
地

は
殆
ど
首
都
洛
陽
附
近
で
あ
る
。
西
耳
目
墓
誌
碑
の
産
れ
た
背
景
を
著
者
は

「郷

里
か
ら
離
れ
:
・
:
宗
族
か
ら
析
出
さ
れ
た
家
族
(
さ
ら
に
は
個
人
〉
と
い
う

・:
:
疎
外
さ
れ
た
現
寅
の
状
況
下
に
お
い
て
、
・
:
家
族
内
で
の
死
者
に
劃
す

る
思
い
が
:
・
:
よ
り
尖
鋭
化
し
、
よ
り
内
面
化
し
:
:
:
結
晶
し
た
の
が
中
園
に

お
け
る
墓
誌
の
本
質
」
と
い
う
よ
う
に
解
緯
す
る
。
「
封
氏
閲
見
記
」
に
俸
え

る
王
戎
の
墓
誌
を
B
型
墓
誌
碑
と
認
定
す
る
論
設
も
あ
ざ
や
か
で
あ
る
。
本
論

文
に
は
闘
版
も
相
蛍
数
挿
入
さ
れ
、
墓
誌
の
源
流
を
窺
う
に
参
考
債
値
が
大
き

い
。
な
お
吐
魯
番
盆
地
で
設
見
さ
れ
た
承
卒
十
三
年
(
四
五
五
)
祖
渠
封
戴
墓

表
は
墓
誌
碑
の
型
式
を
残
し、

途
地
に
菅
の
停
統
の
存
し
た
こ
と
を
知
る。

中
砂
明
徳
「
唐
代
の
墓
葬
と
墓
誌
」

近
年
唐
代
墓
誌
の
資
料
集
が
績
出
し
〈
『
千
唐
誌
寵
閣
議
誌
』
『
唐
代
墓
誌
銘

集
編
附
考
』
『
惰
唐
五
代
墓
誌
涯
編
』
『
唐
代
墓
誌
奨
編
』
等
)
、
唐
人
の
停

紀
研
究
へ
の
参
照
は
も
と
よ
り
、
室
族
の
系
譜

・
官
歴

・
制
度
語
集

・
正
史
以

下
停
存
文
献
の
校
訂
等
歴
史
家
に
よ
っ
て
多
面
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
著
者
は
従
来
墓
誌
の
研
究
利
用
で
閑
却
さ
れ
て
き
た
部
面
、
即
ち
夫
人
や
家

族
生
活
に
か
か
わ
る
記
事
及
び
埋
葬
の
経
緯
、
撰
者
と
被
葬
者
の
交
渉
な
ど
、

墓
誌
を
通
じ
て
死
者
と
そ
れ
を
取
り
各
く
人
々
と
の
関
係
を
窺
う
活
き
た
史
料

と
し
て
縦
横
に
渉
獄
し、

鮮
明
な
唐
代
墓
誌
像
を
描
き
出
す
。
夫
婦
合
葬
を
は

じ
め
一
族
を
本
貫
に
腕
葬
す
る
に
携
わ
れ
た
苦
労
を
盟
富
な
事
例
で
細
叙
す
る

前
半
「
放
槻
米
だ
錦
ら
ず
」、

中
唐
の
韓
愈

・
柳
宗
元
ら
古
文
家
に
よ
り
、
奮

来
の
卒
板
な
四
六
文
墓
誌
に
代
っ
て
個
性
を
浮
か
び
上
ら
せ
る
誌
文
が
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
時
代
繁
化
を
軸
に
、
墓
誌
の
諸
相
を
分
析
通
観
す
る
後
半

「陵

谷
遷
移
す
と
も
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
構
成
を
も
っ
。
歯
切
れ
の
よ
い
セ
ン
ス

に
溢
れ
る
行
文
は
、
多
彩
な
事
例
と
相
ま
っ
て
議
む
者
を
牽
き
附
け
る
。

長
部
俊
弘
コ
冗
氏
研
究
|
|
北
朝
階
唐
時
代
に
お
け
る
鮮
卑
族
の
文
人
士

大
夫
化
の
一
軌
跡
」

北
貌
の
帯
室
セ
ン
ピ
拓
政
氏
は
孝
文
一
帝
の
漢
化
政
策
を
通
じ
太
和
二

O
年

(
四
九
六
〉
元
氏
に
改
姓
し、

数
末
の
河
陰
の
第
(
五
二
八
)
・
北
斉
文
宣
脅

の
弾
座

(
五
五
九
)
の
大
虐
殺
を
蒙
り
な
が
ら
、
疎
族
の
子
孫
は
惰
唐
ま
で
存

績
し
活
動
を
績
け
た
。
本
論
文
は
孝
文
帝
一
以
後
唐
代
に
至
る
元
氏
の
事
蹟
を
捜

集
し、

文
武
の
官
歴
や
著
作
を
調
査
統
計
し
て
軍
事
か
ら
数
育
拳
聞
に
重
黙
の

移
っ
て
ゆ
く
次
第
を
、
通
観
す
る
。
献
文
一
帝
以
前
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
の
に
、
秘
書
省

一
七

・
園
子
皐
二

・
中
書
省
二
二
・
向
書
省
郎
官
一

O
名
の
任
官
者
が
孝
文
時

代
以
後
現
れ
た
熱
、
孝
文
以
後
北
貌
宗
室
九
名
の
著
編
書
一

四
、
湾
周
か
ら
唐

後
期
ま
で
に
元
氏
後
喬
九
名
(
元
高
頃

・
元
行
沖

・
一冗結

・
元
積
ら
〉
の
著
作

二
九
黙
が
知
ら
れ
る
こ
と
、
唐
代
科
翠
合
格
者
が
一
五
名
に
上
る
こ
と
、
元
氏

の
武
官
就
任
が
唐
初
に
止
ま
る
こ
と
な
ど
が
事
げ
ら
れ
て
い
る
。
漢
族
と
遁
婚

し
北
族
的
資
質
を
失
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
元
氏
を
論
ず
る
な
ら
、

一
般
漢
族

土
族
と
異
質
な
停
統
が
存
し
た
の
か
ど
う
か
が
焦
黙
と
な
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は

全
く
綱
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
物
足
り
な
い
。

谷
川
道
雄
「
東
西
爾
貌
時
代
の
河
東
豪
族
社
曾
|
|
「
敬
史
君
碑
」
を
め

ぐ
っ
て
|
|
l」

「
調
静
寺
刻
前
銘
敬
史
君
碑
」

(
東
貌
興
和
二
年
〔
五
四

O
〕
立
)
に
、
同

寺
重
修
者
頴
州
刺
史
敬
穎
儒
が
自
己
の
本
貫
卒
陽
郡
(
臨
扮
)
か
ら
同
族
敬
氏

十
四
名
・
柴
氏
三
名

・
賀
氏
ニ
名
を
河
南
の
穎
州
に
伴
っ
て
管
下
の
僚
佐
や
守

令
に
任
じ
て
い
る
例
を
注
目
し
た
唐
長
講
論
文
(
『
山
居
存
稿
』
牧
)
に
網
設
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さ
れ
、
著
者
は
河
東
敬
氏
の
系
譜
と
分
布
を
追
求
し
、
東
西
貌
の
抗
争
時
代
卒

陽
泰
卒
の
敬
氏
が
東
貌
、
河
東
蒲
坂
の
敬
氏
が
西
貌
に
加
携
し
、
の
ち
爾
者
と

も
後
喬
が
惰
唐
の
官
僚
と
し
て
繁
策
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
た
だ
敬
氏

は
在
地
の
豪
右
で
は
あ
っ
た
が
郡
姓
に
は
入
ら
ず
、
門
閥
著
姓
の
影
響
力
の
下

で
郷
人
を
動
員
武
装
化
し
て
戟
相
臨
時
代
に
擾
頭
し
た
存
在
と
み
ら
れ
る
。
『
階

層
帯
図
形
成
史
論
』
以
来
在
地
の
郷
豪
の
動
静
に
歴
史
の
推
進
力
を
見
出
し
て

き
た
谷
川
氏
は
、
河
東
南
部
の
敬
氏
の
ケ
l
ス
ス
タ
デ
ィ
に
よ
り
そ
の
具
鰻
相

に
迫
り
、
表
・
醇
氏
等
著
姓
と
敬
氏
の
如
き
豪
右
、
そ
の
下
に
郷
人
が
生
活
す

る
在
地
位
舎
の
構
造
を
提
示
し
、
豪
右
が
や
が
て
科
翠
官
僚
に
成
長
し
て
ゆ
く

と
見
遇
さ
れ
る
。

辻
正
博
「
「
郭
氏
家
廟
碑
」
小
考
」

顔
員
卿
の
書
と
し
て
聞
え
る
西
安
碑
林
の
大
功
臣
郭
子
儀
の
父
敬
之
家
廟
碑

は
、
碑
陰
に
子
儀
の
詳
密
な
履
歴
と
子
七
人

・
孫
一
五
人
・

曾
孫
三
人
の
官
衡

が
刻
さ
れ
る
黙
で
人
目
を
引
く
。
著
者
は
奮
拓
を
参
照
し
「
金
石
翠
編
」
等
既

存
の
著
録
の
不
備
を
訂
し
碑
陽
碑
陰
全
面
の
録
文
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
郭

氏
の
系
譜
所
俸
の
疑
問
、
履
歴
の
官
名
に
後
の
書
き
か
え
を
含
む
こ
と
、
碑
陰

の
刻
年
が
表
面
の
康
徳
二
年
十
一
月
よ
り
一
年
以
上
遅
れ
る
黙
な
ど
を
考
詮

し
、
更
に
家
廟
碑
は
も
と
敬
之
の
住
ん
で
い
た
常
祭
坊
の
邸
宅
に
建
て
ら
れ
た

も
の
と
推
測
し
、
碑
陰
の
子
儀
ら
子
孫
の
官
歴
は
「
賓
刻
叢
編
」
の
著
録
す
る

郭
敬
之
碑
陰
の
王
繕
撲
・
徐
浩
分
書
の
子
孫
題
名
に
嘗
る
の
で
は
な
い
か
と
疑

っ
て
い
る
。
但
だ
こ
の
最
後
の
論
は
、
分
書
(
隷
書
〉
と
明
記
さ
れ
行
書
の
現

状
と
一
致
せ
ぬ
貼
だ
け
で
も
成
立
た
ず
、
何
か
の
勘
違
い
で
あ
ろ
う
。

渡
透
信

一
郎
「
『
匡
軌
』
小
論
|
|
唐
代
前
半
期
の
圏
家
と
園
家
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
ー
ー
」

則
天
武
后
の
下
で
北
門
皐
土
〈
劉
樟
之
・
元
寓
頃
・
沼
履
涼
ら
)
が
編
纂
し

垂
扶
元
年
(
六
八
五
)
公
布
さ
れ
た
〈
著
者
は
篤
味
道
左
遷
事
件
が
頒
行
の
契

機
と
な
っ
た
と
指
摘
〉

上
下
二
巻
・
十
章
よ
り
な
る
「
巨
軌
」
は
、
長
喜町
二
年

(
六
九
一
二
)
か
ら
紳
龍
二
年
(
七

O
六
〉
に
か
け
、
道
徳
経
に
代
っ
て
貢
奉
の

試
験
科
目
の
一
と
さ
れ
、
貞
親
廿
二
年
(
六
四
八
)
太
宗
の
命
で
太
子
の
震
に

作
ら
れ
た
「
脅
範
」
四
巻
と
並
び
、
唐
前
期
の
園
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
鐘
現
す

る
書
物
と
み
ら
れ
る
。
著
者
は
本
書
が
経
史
や
諸
子
の
引
用
を
聯
ね
た
類
書
的

性
格
の
も
の
で
、
序
と
末
尾
の
論
を
除
け
ば
概
ね
先
行
文
献
の
抜
き
が
き
よ
り

な
り
、
社
恕
「
鐙
論
」
等
貌
亙
百
期
を
頂
黙
と
し
て
普
及
し
た
君
臣
の
一
種
不
可

分
性
を
強
調
す
る
君
臣
同
鐙
論
を
主
張
の
骨
子
と
し
て
い
る
と
認
め
る
。
こ
れ

が
生
れ
た
背
景
と
し
て
嘗
時
の
園
家
機
構
の
危
機
|
皇
帝
と
宰
相
の
最
高
意
志

決
定
を
め
ぐ
る
矛
盾
、
入
流
者
の
増
加
と
り
わ
け
雑
色
入
流
激
増
ー
を
あ
げ
、

こ
れ
に
制
到
底
し
官
僚
必
須
の
数
養
と
し
て
「
臣
軌
」
が
打
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
秦
漢
喬
一
園
に
お
け
る
君
!
巨
|
陪
臣
の
二
重
構
造
に
劉
態
す
る
「
孝
経
」

か
ら
、
惰
以
後
の
君
|
臣
関
係
一
元
化
に
即
態
し
「
臣
軌
」
が
鼓
吹
さ
れ
る
に

至
っ
た
と
み
る
の
が
著
者
の
基
本
的
構
想
で
あ
る
。
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
論
を
主
鐙

と
す
る
本
論
文
に
と
っ
て
は
末
梢
的
な
が
ら
折
角
「
医
軌
」
引
用
書
表
を
掲
げ

る
な
ら
、
本
文
に
明
記
さ
れ
ぬ
書
名
に
は
〈
〉
を
附
し
匿
別
表
示
す
る
と
一

暦
有
用
に
な
る
し
、
雑
色
入
流
者
の
三
品
昇
進
を
抑
止
す
る
紳
功
元
年
殺
の
親

(
事
〉
品
(
子
)
は
、
「
遁
典
」
巻
一
五
・
一
九
に
引
く
同
教
に
よ
り
親
品
に

訂
正
さ
る
べ
き
こ
と
を
附
言
し
て
お
く
。

吉
川
忠
夫
「
韓
愈
と
大
類
」

法
門
寺
か
ら
傍
骨
を
宮
中
に
迎
え
た
憲
宗
に

「
論
傍
骨
表
」
を
上
り
潮
州
に

反
さ
れ
た
韓
愈
が
嶺
南
で
大
顛
調
師
に
教
え
を
請
う
た
逸
話
が
あ
り
、
宋
代
以

来
そ
の
員
織
を
め
ぐ
る
議
論
が
や
か
ま
し
い
。
「
輿
大
願
書
」
三
通
が
唐
代
潮

陽
盤
山
繭
院
に
建
て
ら
れ
た
石
刻
に
よ
り
韓
愈
の
文
集
公
表
路
壬
寅
一

O
六
二
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刊
小
字
本
・
方
様
卿
校
本
〉
に
枚
め
ら
れ
、
朱
百
聞
は
「
韓
文
考
異
」
で
そ
の
虞

な
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る。

愈
と
大
願
の
問
答
は

「租
堂
集
」
(
九
五
二
〉

「宗
門
統
要
」
(
一
一
一
二
一
二
〉
等
の
栂
籍
に
も
俸
わ
り
庚
く
流
布
し
て
い
る
。

し
か
し
蘇
紙
・
責
震

・
陳
振
孫
ら
一
該
室
田
翰
を
備
と
し
朱
蒸
ら
の
理
解
と
全
く
異

る
見
方
を
と
る
者
も
多
い
。
本
論
文
は
こ
の
興
味
深
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
め
ぐ
り

宋
代
一
流
の
文
人
皐
者
の
所
設
を
丹
念
に
解
析
し
、
掛
田
代
風
午
前
禦
・
思
想
の
一
面

を
美
事
に
え
ぐ
り
出
す
。
殊
に
唐
代
元
和
十
四
年
・
長
慶
中
以
来
刻
さ
れ
た
と

い
う
三
書
翰
や
雨
人
の
問
答
を
載
せ
る
寺
院
碑
石
の
拓
本
に
関
す
る
欧
陽
修

「
集
古
銭
政
尾
」
の
記
事
等
に
注
意
し
、
刻
石
の
種
類
が
複
数
あ
り
し
か
も
縛

々
重
刻
さ
れ
た
事
情
か
ら
、
そ
の
信
想
性
に
乏
し
い
黙
を
示
唆
さ
れ
た
黙
は
、

中
園
の
石
刻
を
扱
う
者
に
よ
い
教
訓
と
な
る
。
事
寅
で
な
い
読
話
傍
承
も
歴
史

の
構
成
要
素
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
様
々
の
文
化
事
象
理
解
の
い
と
口
が
開
け
る

の
で
あ
り
、
古
川
氏
の
麗
筆
は
よ
く
そ
の
醍
醐
味
を
味
あ
わ
せ
て
く
れ
る
。

気
賀
津
保
規
「
法
門
寺
出
土
の
唐
代
文
物
と
そ
の
背
景
|
|
碑
刻
「
衣
物

帳
」
の
整
理
と
分
析
か
ら
1
l」

一
九
八
七
年
西
安
の
西
一
二

O
粁
に
あ
る
扶
風
豚
法
門
寺
の
倒
壊
し
た
塔
跡

の
下
か
ら
地
下
宮
が
後
見
さ
れ
、
併
合
利
四
種
を
は
じ
め
威
遁
十
五
年
(
八
七

四
)
埋
納
さ
れ
た
皇
帝
一
以
下
有
力
者
た
ち
(
智
慧
輪
三
臓
を
含
む
)
の
移
し
い

寄
進
の
品
々
が
白
日
の
も
と
に
さ
ら
さ
れ
、
現
地
に
博
物
館
が
建
ち
観
光
名
所

と
な
っ
て
い
る
。
幸
い
〈
大
庸
威
遁
啓
迭
岐
陽
員
身
誌
文
〉
〈
監
迭
虞
身
使
随

員
身
供
養
道
具
及
金
銀
賓
器
衣
物
帳
〉
な
る
こ
石
刻
が
埋
納
品
に
伴
出
し
、
法

門
寺
の
歴
史
と
施
捨
品
の
一
々
に
つ
い
て
具
盤
的
手
が
か
り
を
提
供
し
た
。
著

者
は
何
回
も
現
地
を
訪
れ
法
門
寺
に
関
す
る
研
究
を
績
け
て
来
ら
れ
た
が
、
本

論
文
に
は
衣
物
帳
の
全
文
を
A

J
J
の
一
O
グ
ル
ー
プ
に
分
っ
て
綿
密
に
移
録

解
説
し
、
出
土
口
問
と
の
針
比
研
究
の
基
礎
を
築
く
と
と
も
に
、
金
銀
器
九
六
件

一
々
に
つ
い
て
衣
物
帳
と
の
封
照
一
覧
を
作
成
し
て
い
る
。
出
土
品
の
多
く
に

整
文
が
施
さ
れ
て
い
て
衣
物
帳
の
比
定
の
手
が
か
り
と
な
る
。
金
銀
の
目
方
を

一示
す
に
約
四

O
瓦
一
一
問
の
大
雨
が
使
わ
れ
て
お
り
、
文
恩
院
の
製
作
に
な
る
も

の
が
多
い
。
注
目
さ
れ
る
出
土
品
に
茶
槽
子
・
磯
子

・
茶
羅
・
匙
子

・
瑠
璃
茶

椀

・
柘
(
托
)
子
等
の
茶
器
が
あ
り
、
著
者
は
韓
偉
氏
の
風
嬢
設
を
否
定
し
呑

陥
加
を
文
字
通
り
に
と
る
外
、
衣
物
帳
の
随
求
を
水
田
四
球
に
充
て
る
逼
設
を
批
判

し
重
量
と
数
の
合
う
銀
の
管
釧
と
解
す
新
設
を
提
出
す
る
。
園
版
は
金
銀
器
等

に
限
ら
れ
る
が
、
九
世
紀
の
文
物
に
つ
い
て
の
極
め
て
聾
富
な
情
報
が
本
文
に

つ
ま
っ
て
お
り
気
賀
淳
氏
の
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
。

劉
俊
文
・
牛
来
頴
「
敦
爆
吐
魯
番
文
書
所
見
宴
設
司
」

開
元
年
関
西
州
の
大
谷
文
書
や
八
世
紀
末
J
十
世
紀
の
敦
煙
文
書
に
現
れ
る

宴
設
司

・
宴
設
厨
を
取
上
げ
、
六
典
等
官
制
の
書
に
見
え
ぬ
が
、
州
に
お
か
れ

た
機
構
と
し
て
麺
・
油
・
胡
餅
等
食
品
の
提
供
や
官
人
や
使
人
の
賜
宴
に
首
っ

て
い
た
こ
と
を
示
し
、
財
源
は
公
師
脚
本
銭
の
利
息
が
充
て
ら
れ
て
い
た
。
乾
元

元
年
救
(
七
五
八
)
に
は
長
安
・
高
年
燃
に
一
高
貫
の
木
銭
を
備
え
毎
月
枚
利
し

て
右
と
同
類
の
用
途
に
供
す
こ
と
が
見
え
、
首
都
に
も
存
し
た
と
み
ら
れ
る
。

な
お
敦
爆
文
書
で
宴
設
司
の
供
食
の
封
象
と
な
る
街
前
子
弟
と
い
っ
た
職
役
や

牧
子
・
打
窟
人

・
諸
種
工
匠
の
役
使
人
の
存
在
に
注
意
さ
れ
て
い
る
。
一
番
ま

と
ま
っ
た

P
二
六
四
一
の
録
文
に
唐
耕
稿
『
敦
爆
祉
舎
経
済
文
献
員
蹟
緯
録
』

(
一
九
九

O
〉
を
参
照
し
て
い
な
い
の
は
惜
し
く
、
数
個
の
口
を
そ
れ
に
よ
り

讃
み
増
せ
る
。

市
附
波
護
「
唐
代
の
過
所
と
公
験
」

過
所
は
闘
の
通
過
に
際
し
捕
縛
す
べ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
、
公
験
は
(
披
行
)
詮

明
書
を
意
味
す
る
。
入
唐
信
の
使
用
し
た
唐
の
過
所
・
公
験
が
延
磨
寺
・
園
減

寺
に
停
来
し
た
所
か
ら
、
そ
の
研
究
は
日
本
の
内
藤
虎
次
郎
に
よ
り
先
鞭
が
つ
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け
ら
れ
た
。
七
十
年
代
に
吐
魯
番
盆
地
の
墳
墓
か
ら
過
所
・
公
験
関
係
の
案
巻

が
出
土
し
、
雨
者
を
総
合
し
て
研
究
で
き
る
新
局
面
が
訪
れ
た
。
著
者
は
過
所

公
験
研
究
小
史
と
し
て
約
十
頁
を
費
し
今
日
に
至
る
日
中
の
研
究
の
展
開
を
詳

設
し
、
日
本
に
現
存
す
あ
最
澄
の
明
州
牒
(
貞
元
廿
年
〔八

O
四
〕
)
と
台
州
公

験
(
貞
元
廿一

年
)
、
画
珍
の
大
宰
府
・
鎮
西
府
(
以
上
仁
露
三
年
〔
八
五
三
〕
)
・

一
踊
州
都
督
府
・
温
州
横
陽
豚
・
温
州
安
国
勝
・

温
州
永
嘉
豚
・

台
州
責
巌
蘇
・

台
州
臨
海
豚
公
験
と
台
州
牒
〈
以
上
大
中
七
年
〔
八
五
三
〕
〉
・
越
州
都
督
府
過

所
(
大
中
九
年
〉
・
向
書
省
司
門
過
所
(
同
)
計
十
三
黙
を
す
べ
て
園
版
・
録
文

を
上
下
段
に
封
照
す
る
形
で
掲
載
し
、
丁
寧
に
考
察
を
加
え
ら
れ
る
。
入
唐
借

の
基
本
史
料
と
し
て
、
同
時
に
唐
代
の
貴
重
な
文
書
と
し
て
こ
れ
ら
著
名
な
政

行誤認
書
は
数
多
く
録
文
や
篤
倶
図
版
と
し
て
従
来
公
刊
さ
れ
た
が
、
す
べ
て
ま

と
め
て
満
足
す
べ
き
正
確
さ
で
集
録
さ
れ
た
の
は
こ
れ
が
初
め
と
い
え
よ
う
。

敦
爆

・
吐
魯
番
出
土
の
も
の
は
篤
員
の
見
ら
れ
る
も
の
等
若
干
に
し
ぼ
り
、
天

資
七
載
(
七
四
八
)
欺
燈
郡
過
所
の
う
つ
し
(首
尾
敏
)
と
開
元
二
十
年
(
七
三

二
)
瓜
州
都
督
府
給
石
染
典
過
所
(
首
飲
)
、
及
び
開
元
天
賓
期
の
某
往
京
兆

府
過
所
の
う
つ
し
(
首
尾
飲
)
、
貞
翻
廿
二
年
(
六
四
八
)
庭
州
人
米
巡
職
公

験

・
調
露
二
年
(
六
八

O
〉
某
州
某
人
行
放
公
駿
(
首
尾
飲
)
を
紹
介
さ
れ
、

唐
の
過
所
と
公
験
の
概
要
が
窺
え
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
潟
県
と
録
文
に

即
し
た
著
者
の
考
察
は
微
に
入
り
、
越
州
都
督
府
の
園
珍
に
給
し
た
過
所
第
三

行
の

「
丁
満
年
伍
拾
」
の
上
の

1
1を
設
給
時
の
記
入
と
み
る
仁
井
田
陸
設
を

否
定
し
、
澄
関
通
過
時
に
関
吏
が
記
入
し
た
と
す
る
内
藤
設
を
墨
色
か
ら
正
し

い
と
剣
断
し
た
り
、
天
賓
七
載
般
煙
過
所
の
「
参
軍
掻
司
戸
少
鷲
」
に
つ
い
て

陳
園
燦

・
程
喜
森
雨
氏
が

「
癒
司
」
、
中
村
裕
一

氏
が

「
掻
剣
」
と
譲
む
の
を

斥
け
金
岡
照
光
氏
の
癒
司
戸
を
採
り
、
叉
他
曹
参
軍
の
業
錯
と
み
る
中
村
設
を

否
定
し
曹
の
附
か
ぬ
尚
武

ι阜
の
鍍
制
と
解
さ
れ
る
な
ど
、
枚
血
争
に
濯
な
い
。
唐
代

制
度
史
に
精
通
し
ひ
ろ
く
先
行
諸
設
を
検
討
し
た
結
果
生
ま
れ
た
見
解
だ
け

に
、
著
者
の
述
べ
る
所
は
説
得
性
に
富
ん
で
い
る
。
文
書
の
移
録
方
式
は
概
ね

正
字
主
義
、
句
讃
は
「
。
」
一
種
に
統

一
さ
れ
る
。
園
版
を
伴
う
場
合
は
正
字

に
統
一
し
て
も
ま
ぎ
れ
る
心
配
は
な
い
が
、
録
文
だ
け
の
時
は
略
字
・
俗
字
も

使
用
す
る
方
が
正
確
さ
に
優
る
。
叉
句
讃
も
例
え
ば
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
の

よ
う
に
種
々
の
標
黙
を
併
用
す
る
方
が
、
内
容
理
解
に
査
す
る
所
多
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
碗
波
氏
の
こ
の
労
作
を
通
じ
、
唐
代
の
温
所
と
旋
行
の
公
験
に
闘

す
る
錬
る
べ
き
原
文
と
理
解
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の
研
究
の
深
化
を

鼓
舞
す
る
に
違
い
な
い
。
漢
代
の
簡
臓
や
日
本
古
代
の
木
簡
過
所
等
も
含
め
交

通
史
の
鰻
系
的
研
究
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

以
上
勿
々
に
一
八
篇
を
簡
介
し
た
が
筆
者
の
浅
撃
の
た
め
甚
だ
要
領
を
得

ず
、
豊
富
な
内
容
の
一
端
も
俸
え
て
い
な
い
黙
ま
こ
と
に
汗
顔
の
至
り
で
あ

る。
近
年
中
園
で
は
考
古
皐
の
設
遣
に
呼
廃
し
て
新
設
見
に
事
飲
か
ず
、
園
際
的

な
皐
術
交
流
も
盛
と
な
り
例
え
ば
日
本
で
漢
衡
の
図
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
、
新
出
土
簡
股
が
我
図
に
も
た
ら
さ
れ
て
展
示
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
も
珍

し
く
な
く
な
っ
た
。
本
書
の
執
筆
者
に
は
専
門
の
考
古
風
千
者
は
加
わ
っ
て
お
ら

ず
、
文
物
の
研
究
も
考
古
屋
'
的
方
法
は
従
乃
至
間
接
に
用
い
ら
れ
て
い
る
に
と

ど
ま
り
、
歴
史
息
?
を
メ
イ
ン
に
皐
際
的
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
ま

さ
に
史
皐
の
分
野
で
、
か
か
る
考
古
筆
や
美
術
史
と
相
協
力
し
て
-
調
査
研
究
を

深
め
る
必
要
性
が
切
質
に
感
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
だ
け
に
本
書
の
出
現
は
わ
れ
わ
れ

に
と
っ
て
ま
こ
と
に
力
強
い
援
軍
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
木
書
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
が
、
人
文
研
の
報
告
書
に
市
販
さ
れ
ぬ

も
の
が
多
い
黙
、
入
手
困
難
か
ら
普
及
を
は
ば
ん
で
い
る
現
欣
を
何
と
か
解
消

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
筆
者
は
幸
い
本
奮
を
受
贈
し
充
分
に
利
用
さ
せ
て
い
た
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だ
い
て
い
る
が
、
多
く
の
大
謬
園
書
館
や
専
門
研
究
者
で
も
寄
贈
さ
れ
ぬ
所
が

少
な
か
ら
ぬ
の
を
み
る
と
、
定
年
退
官
し
ほ
そ
ぼ
そ
徐
生
を
迭
り
研
究
能
カ
の

乏
し
い
筆
者
が
、
貴
重
な
一
加
を
受
贈
す
る
こ
と
に
良
心
の
省
め
を
覚
え
ず
に

い
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
寓
目
し
た
古
書
庖
の
目
録
に
十
数
蔦
園
の
頁
債
が
附
い

て
い
る
の
を
見
る
と
、
一
鐙
誰
が
古
書
庖
に
寅
り
ど
こ
が
買
う
の
か
不
審
で
あ

る
。
東
方
事
報
が
定
債
一
高
園
前
後
で
市
販
さ
れ
る
な
ら
、
本
書
も
一
一
一高
園
位

で
市
販
が
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
九
九
三
年
三
月

京
都
大
塵
人
文
科
皐
研
究
所
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